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【
概
況
】

　

東
京
市
場
で
は
、
10
月
に
入
る
と
中

旬
に
向
け
て
単
価
が
４
０
０
円
を
超

え
た
。
７
月
の
日
照
不
足
を
受
け
て
、

８
月
上
旬
に
は
野
菜
全
体
の
入
荷
量

が
近
年
に
な
く
減
少
。
平
均
キ
ロ
単
価
も
３
５

０
円
近
く
ま
で
高
騰
し
た
が
、
下
旬
に
は
遅
れ

て
い
た
分
を
取
り
返
し
て
、
８
月
全
体
で
は
昨

年
並
み
に
。
９
月
は
前
年
並
み
だ
っ
た
が
数
量

は
漸
減
状
態
で
、
強
気
配
。
10
月
に
入
る
と
遅

れ
を
取
り
戻
し
気
味
に
増
え
た
も
の
の
、
９
月

か
ら
の
強
も
ち
あ
い
推
移
を
引
き
継
い
で
、
中

〜
下
旬
に
４
０
０
円
を
超
え
た
の
だ
。

【
背
景
】

　

要
因
と
し
て
は
、
８
月
に
は
本
番
を
迎
え
る

は
ず
の
東
北
～
北
海
道
に
か
け
て
の
夏
秋
野

菜
が
、
と
く
に
日
照
に
敏
感
な
果
菜
類
を
中
心

に
大
き
く
遅
れ
、
キ
ュ
ウ
リ
も
７
月
中
か
ら
強

含
み
だ
っ
た
相
場
が
８
月
上
旬
に
弾
け
た
の

で
あ
る
。
た
だ
し
果
菜
類
は
生
育
が
早
い
ハ
イ

シ
ー
ズ
ン
で
あ
り
、
東
北
産
も
下
旬
に
向
け
遅

れ
を
取
り
戻
し
て
く
る
。
９
月
も
基
調
は
引
き

継
が
れ
た
が
、
東
北
産
地
が
減
り
始
め
、
10
月
、

関
東
産
に
つ
な
が
る
べ
き
端
境
期
に
、
関
東
が

増
え
ず
、
東
北
産
も
終
盤
で
数
量
な
く
、
単
価

は
前
年
４
割
も
高
く
な
っ
た
。

【
今
後
の
対
応
】

　

10
、
11
、
12
月
に
入
る
ま
で
主
産
地
は
関
東

で
あ
る
。
中
心
産
地
の
埼
玉
・
茨
城
は
８
月
の

猛
暑
の
ダ
メ
ー
ジ
が
残
っ
て
は
い
る
が
、
10
月

は
下
旬
に
向
け
て
好
天
が
続
い
て
お
り
、
生
育

は
回
復
し
た
。
関
東
産
地
に
は
供
給
に
余
力
が

あ
り
、
あ
ま
り
心
配
し
な
い
が
、
12
月
以
降
の

宮
崎
・
高
知
な
ど
西
南
暖
地
の
作
柄
は
気
に
な

る
。
と
く
に
高
知
は
今
年
の
８
月
に
は
高
温
障

害
が
多
発
し
て
、
周
年
栽
培
の
ミ
ョ
ウ
ガ
な
ど

に
大
き
な
被
害
を
受
け
て
お
り
、
冬
に
入
っ
て

の
冷
え
込
み
い
か
ん
で
は
、
不
足
・
高
騰
の
事

態
も
あ
り
う
る
。

【
概
況
】

　

東
京
市
場
で
は
10
月
に
入
っ
て
か

ら
減
少
傾
向
と
な
り
、
中
旬
に
は
前
年

の
２
割
減
で
４
割
高
に
な
っ
た
。
８
月

上
旬
の
高
騰
時
は
北
海
道
・
東
北
産
地

が
ほ
ぼ
例
外
な
く
２
～
５
割
減
で
、
全
体
で
は

37
％
減
の
５
割
高
と
い
う
状
況
に
似
て
い
る

が
、
10
月
の
場
合
は
、
東
北
と
関
東
と
の
切
り

替
わ
り
時
期
で
あ
る
。
夏
秋
主
産
地
の
福
島
は

切
り
あ
が
り
早
く
、
3
割
減
の
3
割
高
、
そ
れ

を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
北
海
道
は
残
量
を
目

い
っ
ぱ
い
出
荷
し
、
冬
春
産
地
の
熊
本
も
早
め

の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。

【
背
景
】

　

夏
秋
の
福
島
か
ら
西
の
冬
春
産
地
に
替
わ

る
時
期
は
、
関
東
産
が
リ
レ
ー
を
つ
な
ぐ
。
ま

ず
受
け
皿
に
な
る
の
が
千
葉
だ
が
、
中
旬
ま
で

27
％
も
少
な
く
、
茨
城
も
34
％
減
と
出
遅
れ
て

い
る
。
関
東
で
は
８
月
の
猛
暑
・
高
温
被
害
で

全
滅
し
た
畑
も
あ
る
。
他
産
地
に
比
べ
て
千

葉
・
茨
城
の
ト
マ
ト
栽
培
は
、
ほ
ぼ
重
装
備
化

さ
れ
て
お
ら
ず
、
荷
口
も
小
さ
い
。
基
本
的
に

主
産
地
の
ス
キ
間
を
埋
め
る
〝
補
完
産
地
〟
の

役
回
り
で
あ
り
、
関
東
６
県
で
〝
集
団
〟
供
給

体
制
を
形
成
し
て
い
る
感
が
あ
る
が
、
情
報
共

有
は
さ
れ
て
い
な
い
。

【
今
後
の
対
応
】

　

圧
倒
的
に
冬
春
の
主
産
地
は
熊
本
。
11
月
に

は
４
割
近
く
、
12
月
に
は
半
分
が
熊
本
産
で
あ

る
。
今
年
の
北
海
道
か
ら
関
東
ま
で
の
夏
秋
野

菜
産
地
は
、
７
、
８
月
の
気
象
異
常
に
大
き
く

振
り
回
さ
れ
た
。
そ
こ
に
需
要
面
で
も
〝
コ
ロ

ナ
事
情
〟
が
重
な
り
、
需
要
構
造
も
大
き
く
変

わ
っ
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
分
析
は
〝
三
元
連
立
方

程
式
〟
を
解
く
よ
う
な
も
の
に
な
っ
た
。
ト
マ

ト
は
人
気
の
あ
る
野
菜
だ
け
に
、
生
産
～
流
通

予
想
も
重
要
に
な
る
が
、
冬
春
主
産
地
の
熊
本

に
移
行
す
れ
ば
、
今
年
初
め
て
の
〝
安
定
期
〟

と
な
る
は
ず
。

キュウリ
暑
さ
に
強
い
が
日
照
不
足
と
猛
暑
は
敵
に

施
設
園
芸
も
寒
さ
い
か
ん
で
不
足
高
騰
も

11 12（月）10987654321

量
（ｔ） （円／㎏）

価格 
2019年数量 2020年数量
2019年単価 2020年単価

2019年 75,392t／316円
2020年 60,313t／351円
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トマト
夏
秋
か
ら
冬
春
に
つ
な
ぐ
関
東
産
に
問
題
が

年
末
に
向
け
て
熊
本
に
移
れ
ば
安
定
確
実

11 12（月）10987654321

量
（ｔ） （円／㎏）

価格 
2019年数量 2020年数量
2019年単価 2020年単価

2019年 80,740t／343円
2020年 61,728t／352円
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猛
暑
の
8
月
に

果
菜
類
が
受
け
た
ダ
メ
ー
ジ

野菜生産者のための相場研究第291 回

果
菜
類
の
11
月
は
関
東
産
地
の
終
盤
で
あ
り
、
東
海
や
西

南
暖
地
に
全
面
的
に
切
り
替
わ
る
に
は
ま
だ
早
い
と
い
う
端

境
期
で
あ
る
。
生
育
期
の
７
月
は
日
照
不
足
、
一
転
８
月
は

記
録
破
り
の
猛
暑
で
上
旬
に
は
極
端
な
入
荷
不
足
と
な
っ

た
。
９
月
に
は
そ
の
後
遺
症
が
残
り
、
10
月
上
旬
で
遅
れ
を

挽
回
し
た
よ
う
に
み
え
た
。
し
か
し
ま
た
減
少
に
向
か
い
、

単
価
も
高
値
含
み
。
７
月
の
曇
天
続
き
は
な
ん
と
か
乗
り
越

え
た
も
の
の
、
８
月
の
猛
暑
時
に
定
植
さ
れ
た
も
の
を
含
め

て
、
シ
ー
ズ
ン
後
半
は
前
半
の
ボ
デ
ィ
ー
ブ
ロ
ー
が
効
い
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
。
冬
春
産
地
に
し
て
も
、
今
年
の
よ
う

な
猛
暑
は
想
定
外
。
暑
さ
に
強
い
は
ず
の
果
菜
類
の
生
産
環

境
の
、
昨
今
の
異
常
気
象
を
踏
ま
え
た
見
直
し
が
必
要
だ
。
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冬
春
産
地
に
つ
な
ぐ
茨
城
産
の
不
作

温
暖
化
対
応
で
露
地
の
ハ
ウ
ス
化
を

【
概
況
】

　

東
京
市
場
の
10
月
の
ナ
ス
は
、
前
年

よ
り
３
割
近
く
高
く
な
っ
て
推
移
し

て
い
る
。
８
月
上
旬
の
高
騰
時
は
、
群

馬
・
栃
木
・
埼
玉
の
関
東
主
産
県
が
７

月
の
日
照
不
足
か
ら
の
猛
暑
影
響
を
モ
ロ
に

受
け
軒
並
み
半
減
し
た
。
ナ
ス
産
地
は
北
限
が

関
東
で
、
東
北
の
夏
秋
野
菜
に
は
な
い
。
産
地

の
岡
山
以
西
で
は
迅
速
な
補
完
が
で
き
な
い
。

10
月
に
入
っ
て
か
ら
は
、
群
馬
と
栃
木
は
残
量

な
く
、
冬
春
産
地
の
高
知
が
も
は
や
ト
ッ
プ

で
、
茨
城
が
遅
れ
た
分
を
出
し
て
き
た
が
、
数

量
は
減
り
気
味
。

【
背
景
】

　

ナ
ス
は
10
月
に
入
る
と
単
価
高
傾
向
に
な

る
。
遠
隔
産
地
で
あ
り
計
画
的
出
荷
で
安
定
性

の
あ
る
高
知
産
の
評
価
が
高
い
か
ら
だ
。
終
盤

に
な
る
と
安
い
関
東
産
の
残
量
が
今
年
は
少

な
か
っ
た
た
め
平
均
単
価
が
下
が
ら
な
か
っ

た
。
ナ
ス
不
足
を
受
け
て
、
昨
年
よ
り
３
割
近

く
高
く
な
っ
た
。
長
ナ
ス
産
地
の
茨
城
・
熊
本
・

福
岡
か
ら
の
入
荷
が
26
％
も
増
え
た
が
、
ナ
ス

相
場
に
引
っ
張
ら
れ
て
単
価
は
２
割
以
上
高

く
な
っ
た
。
果
菜
類
、
と
く
に
ナ
ス
は
多
少
の

高
温
で
も
元
気
に
生
育
す
る
が
、
今
年
の
８
月

の
暑
さ
は
特
別
な
高
温
だ
っ
た
ら
し
い
。

【
今
後
の
対
応
】

　

６
～
７
月
の
定
植
・
活
着
期
に
曇
天
、
日
照

不
足
が
続
く
と
根
張
り
が
貧
弱
に
な
り
、
通
常

で
も
生
育
は
遅
れ
る
。
加
え
て
８
月
は
異
常
高

温
だ
っ
た
。
日
照
が
強
く
暑
く
な
れ
ば
、
葉
か

ら
の
蒸
散
が
活
発
に
な
る
が
、
そ
れ
に
見
合
う

根
か
ら
の
給
水
が
で
き
な
い
場
合
、
最
悪
、
枯

死
す
る
。
北
関
東
の
ナ
ス
専
作
産
地
は
、
も
ち

ろ
ん
夏
場
対
策
に
十
分
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て

い
る
は
ず
だ
が
、
対
応
で
き
な
か
っ
た
。
地
球

温
暖
化
が
進
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
、
と
り
あ
え

ず
福
島
、
岩
手
、
山
形
な
ど
の
既
存
産
地
拡
大

は
最
低
必
要
だ
ろ
う
。

【
概
況
】

　

東
京
市
場
の
10
月
に
入
っ
て
か
ら
の

ピ
ー
マ
ン
相
場
は
、
中
旬
に
前
年
23
％

入
荷
減
の
単
価
が
な
ん
と
１
６
５
％
の

高
騰
。
月
を
通
し
て
53
％
高
だ
。
８
月

上
旬
も
、
７
月
の
日
照
不
足
の
影
響
で
同
様
に

23
％
減
で
１
７
９
％
高
騰
だ
っ
た
が
、
そ
の
際

は
夏
秋
期
に
シ
ェ
ア
が
半
数
を
占
め
る
岩
手

産
が
大
幅
に
遅
れ
、
春
か
ら
の
産
地
で
あ
る
茨

城
の
終
盤
の
出
荷
が
あ
っ
た
も
の
の
カ
バ
ー

し
き
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
遅
れ
を
挽
回
し

た
が
、
10
月
に
入
っ
て
か
ら
の
入
荷
減
は
冬
春

産
地
に
つ
な
ぐ
茨
城
の
不
作
に
よ
る
。

【
背
景
】

　

10
月
に
は
６
割
以
上
を
占
め
る
主
産
地
で

あ
る
茨
城
が
、
８
月
の
猛
暑
の
影
響
も
あ
っ

て
、
遅
れ
と
い
う
よ
り
は
不
作
気
味
の
25
％
入

荷
減
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
夏
秋
産
地
の
岩
手
が

フ
ォ
ロ
ー
し
よ
う
と
し
た
が
、
残
量
が
少
な
か

っ
た
た
め
対
応
し
き
れ
な
か
っ
た
。
一
方
、
冬

春
産
地
の
高
知
・
宮
崎
が
多
少
前
倒
し
で
入
荷

し
て
き
た
も
の
の
、
品
薄
感
が
強
く
高
騰
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
11
月
か
ら
は
、
冬
場
の
生
産

が
施
設
園
芸
で
ほ
ぼ
完
ぺ
き
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
高
知
・
宮
崎
の
冬
春
産
地
に
全
面
的

に
転
換
し
て
い
く
。

【
今
後
の
対
応
】

　

冬
場
の
産
地
は
遠
隔
産
地
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
計
画
的
な
供
給
体
制
に
評
価
は
高
い
が
、
８

月
の
異
常
高
温
の
際
、
計
画
供
給
が
で
き
な
く

な
っ
た
品
目
も
あ
っ
た
こ
と
で
、
不
安
感
が
払

拭
で
き
な
い
。
し
か
し
、
施
設
園
芸
産
地
は
冬

場
に
絶
対
の
自
信
を
持
っ
て
い
る
。か
え
っ
て
、

関
東
の
残
量
に
期
待
す
る
よ
り
、
冬
春
産
地
に

早
め
に
移
行
し
よ
う
と
い
う
の
が
需
要
側
の
基

本
姿
勢
で
あ
る
。
産
地
と
し
て
も
、
昨
今
の
温

暖
化
傾
向
に
対
応
し
て
、
果
菜
類
は
露
地
栽
培

か
ら
屋
根
掛
け
や
無
加
温
ハ
ウ
ス
へ
の
転
換
が

望
ま
し
い
。

流通
ジャーナリスト

小林  彰一
青
果
物
な
ど
農
産
物
流
通
専
門
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
㈱
農
経
企
画
情
報
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
。「
農
経
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
ズ
」
を
主
宰
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
情

報
紙
『
新
感
性
』、
月
刊
『
農
林
リ
サ
ー
チ
』
を
発
行
。
著
書
に
『
日
本
を
襲
う
外
国

青
果
物
』『
レ
ポ
ー
ト
青
果
物
の
市
場
外
流
通
』『
野
菜
の
お
い
し
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
』

な
ど
が
あ
る
ほ
か
、
生
産
、
流
通
関
係
紙
誌
で
の
執
筆
多
数
。

11 12（月）10987654321

量
（ｔ） （円／㎏）

価格 
2019年数量 2020年数量
2019年単価 2020年単価

2019年 30,518t／396円
2020年 24,291t／422円
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11 12（月）10987654321

量
（ｔ） （円／㎏）

価格 
2019年数量 2020年数量
2019年単価 2020年単価

2019年 24,267t／456円
2020年 19,339t／567円
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ナス
日
照
不
足
で
関
東
産
地
が
軒
並
み
減
少

生
産
北
限
を
関
東
か
ら
東
北
に
拡
大
を

単
価
も
高
値
含
み
。
７
月
の
曇
天
続
き
は
な
ん
と
か
乗
り
越

え
た
も
の
の
、
８
月
の
猛
暑
時
に
定
植
さ
れ
た
も
の
を
含
め

て
、
シ
ー
ズ
ン
後
半
は
前
半
の
ボ
デ
ィ
ー
ブ
ロ
ー
が
効
い
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
。
冬
春
産
地
に
し
て
も
、
今
年
の
よ
う

な
猛
暑
は
想
定
外
。
暑
さ
に
強
い
は
ず
の
果
菜
類
の
生
産
環

境
の
、
昨
今
の
異
常
気
象
を
踏
ま
え
た
見
直
し
が
必
要
だ
。

※各グラフ右上の2020年入荷量とキロ単価は1～9月までの集計


